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課 長 補 佐 石井 俊二 
    電 話：023-624-8223 

 

 
労働災害防止や安全衛生水準の向上に努めた 

事業場等を山形労働局長が表彰 

 
－ １０月１４日、山形県産業安全衛生大会開催 － 

 

県内企業が労働災害の防止と職業性疾病の予防のために研鑽し、心身ともに健康で働け

る職場環境を形成することを目的として、山形県産業安全衛生大会が開催されます。労働

災害を減少させるための運動「山形ゼロ災３か月運動・2015」の推進大会も兼ね、労働災

害のない職場づくりに向けて決起する場と位置づけ、労働災害による犠牲者をこれ以上出

さないという決意を新たにする場になります。 

 

   
 １ 平成２７年度山形県産業安全衛生大会の開催 
  ・ 主 催：山形県産業安全衛生大会実行委員会 

（県内の労働災害防止関係団体により組織） 
・ 後 援：山形労働局、山形県、河北町 

  ・ 日 時：平成２７年１０月１４日（水）１３時２０分～１６時４０分 
  ・ 場 所：河北町総合交流センター サハトべに花 

 
 ２ 山形労働局長表彰の実施 
 ・ 奨励賞（５事業場） 
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１ 山形県産業安全衛生大会の開催について（別添参照） 

 県内企業が労働災害の防止と職業性疾病の予防のために研鑽し、心身ともに健康で働

ける職場環境を形成することを目的として、山形県産業安全衛生大会が開催されます（参

加予定者約600名）。 

 山形労働局（局長 森田
も り た

 啓司
ひ ろ し

）は、大会の後援を行うとともに、大会において山形

労働局長表彰を行うこととしています。 

  (1) 大会名称  平成27年度 山形県産業安全衛生大会 

         ～『山形ゼロ災３か月運動・2015』推進大会～ 

(2) 主  催  山形県産業安全衛生大会実行委員会 

  後  援  山形労働局、山形県、河北町 

  協  賛  一般社団法人山形県医師会、一般財団法人全日本労働福祉協会東北支 

部、公益財団法人やまがた健康推進機構、一般社団法人日本労働安全 

衛生コンサルタント会山形支部、公益社団法人日本作業環境測定協会 

東北支部山形県分会 

(3) 日  時  平成２７年１０月１４日（水）１３時２０分～１６時４０分 

(4) 場  所  河北町総合交流センター サハトべに花 

（西村山郡河北町谷地所岡三丁目１－１０） 

 

２ 山形労働局長表彰について 

 例年、山形労働局長は、労働災害防止や安全衛生水準の向上等について特にその功績

が認められた事業場及び団体を表彰することとしており、賞の授与は山形県産業安全衛

生大会において実施しています。 

 本年度に表彰される事業場等は以下のとおりです。（文中敬称略） 

 

奨励賞（５事業場）・・・安全衛生に関する水準が良好で改善のための取組が他の模範と認め 
られる事業場に対する表彰 

・ 株式会社 山本製作所 山形工場   (安全確保対策) 

寒河江市中央工業団地160-3 

表彰事由：（主なもののみ） 

１ 労働者50人未満の事業場であるが、自主的に安全管理者、衛生管理者、産業医
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を選任し、安全衛生管理活動を展開している。 

２ プレス機械の安全化を図るとともに、プレス作業時の騒音対策（耳栓の使用及

び騒音作業場所の表示）、工具の整理整頓、パレット等を高さ１．６ｍ以上積み

上げ制限の表示、また、熱中症対策では、塩分を含んだ飴を支給のほか摂取すべ

き水分量を明らかにする等、作業に応じたきめ細やかな安全衛生対策を実施して

いる。 

３ リスクアセスメントの取組については、細かく問題点を把握することにより、

具体的な対策につなげている。 

 

・ 株式会社アライドテック 大浜工場  (安全確保対策) 

     酒田市大浜二丁目 1-12 

表彰事由：（主なもののみ） 

１ 安全管理者による職場巡視が毎日 2 回実施され、巡視記録結果の記録など安

全管理者の安全活動が優れている。 

２ リスクアセスメントによる機械災害防止の徹底を図っている。特に、動力機

械による災害防止について、動力プレスのみならず、旋盤、マシニングセンタ

等工作機械によるはさまれ災害防止のため安全カバーを設ける等対策を徹底し

ている。 

３ 安全衛生教育体制が確立しており、安全衛生教育の実施を計画的に行ってい

る。また、特別教育、職長教育についてはトレーナー等を育成している。 

 

 ・ 株式会社三ツ矢 米沢工場  (健康確保対策) 

     米沢市八幡原一丁目 1-14 

表彰事由：（主なもののみ） 

１ 全社的な安全衛生活動を展開しており、良好な作業環境づくりやメンタルヘル

ス対策の取組のほか、労働災害防止活動においてもヒヤリハット活動や各管理

者における職場巡視等を実施し、９年間休業災害は発生していない。 

２ 化学物質を扱う作業場における局所排気装置全てを改修し、その後、良好な作

業環境を維持している。 

３ 年間計画に基づいた作業環境管理活動を展開しており、局所排気装置の能力維

持確認作業を定期に行うとともに、保護具（吸収缶等）についても管理を徹底
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している。さらに、BCP（ビジネスコンティニュープログラム）訓練として、年

1回、地震等による薬液等漏えいを想定した避難訓練や呼吸用保護具の着用訓練

等を実施している。 

   

 

 ・ 株式会社新庄エレメックス  (安全確保対策) 

     新庄市大字福田 711-36 

表彰事由：（主なもののみ） 

１ 事業主自ら安全衛生宣言を行っている。 

２ 安全衛生委員会が中心となり、安全衛生パトロールの実施とフォロー、リス

クアセスメントの実施、KYT活動の活発化、4S活動の定着について展開し、労

使一体となった安全衛生活動を推進している。 

３ 特に、安全衛生における「見える化」運動を積極的に展開している。 

  
 

 ・ 昭和電工 HD山形株式会社  (安全確保対策) 

     東根市大字東根甲 5400-2 

表彰事由：（主なもののみ） 

１ 安全管理者、ライン安全管理者、衛生管理者、看護師、産業医等が職場巡視

等の職務を適切に実施しており、安全衛生委員による安全パトロールにおいて

は、下請業者とも協力して安全衛生活動を行っている。 

２ 安全衛生活動の年間計画については、PDCAサイクルを構築し、年々スパイ

ラルアップを図り、徹底した進行管理を行っている。 

３ リスクアセスメントについては、平成21年から取組を開始し、「リスクアセ

スメント実施手順書」に基づき、各職場単位で評価を実施し、リスクレベルが

１になるまで残留リスクとして管理している。新規設備の導入時は、事前にリ

スクアセスメントを実施し、社内基準に達するまで稼働させない等徹底した安

全衛生管理を行っている。 

 

添付資料 
平成27年度山形県産業安全衛生大会（ちらし）  






